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 ６－６．現況の地下水流況分析 
  解析より得られた地下水流の現況と変化要因について以下に述べた。 
 
  ① 解析対象地域の地下水流は南北方向への流下を基本とした状態であるが、東西端部に近づくにつれて、

地形の影響を受け、西⇒東、東⇒西の方向の流れとなっている。 
 
  ② 秋篠川は表面の地形が低くなっている部分であり、地表の水が集中してくる状況にある。 
 
  ③ 国道２４号付近は、地中の地層形状の影響等もあり、地下水流の谷部となっており、ここでの地下水流

の流下方向は主に南北になっている。 
 
６－７．再現計算結果の評価 
  作成されたモデルは、現況の地下水状況をよく再現しており、本モデルを用いて道路建設と地下水挙動の関 
係の予測・評価を行うこととした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-6-1 地下水の流れ
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